
平成 25年度仙台大学同窓会総会議事録 

議事録担当：理事 石森靖明 

 

日 時：平成 25年 7月 6日（土）15:00～16:40 

場 所：サンシャイン青葉（柴田町船岡中央 2丁目 5-35） 

出席者：32名 

本部役員 ・・・ 16名 

安部俊三（顧問）、鈴木省三（会長）小関章（副会長）、半澤和茂（副会長）、 

    川村昭宏（監事）、石上幸弘（監事）、大河原則夫（事務局次長）、鈴木清和（理事）、 

    高崎義輝（理事）、関矢貴秋（理事）、内丸仁（理事）、杉本龍司（理事）、 

    竹村英和（理事）、三浦伸二（理事）石森靖明（理事）、高橋弘彦（入試創職部長）、 

    各支部代議員 ・・・ 16名 

    神谷博（北海道道央支部事務長）、川合正春（北海道空知支部支部長）、 

    林良彦（北海道根室釧路支部事務長）、式見貴美穂（北海道帯広支部副支部長）、 

    小松啓治（岩手支部支部長）、小林恵津子（秋田支部支部長）、寺嶋宏武（山形支部支部長）、 

千葉純（宮城石巻支部支部長）、伊東豊（福島支部支部長）、加藤利信（新潟支部支部長）、 

伊藤豊（茨城支部支部長）、小堺義保（東京支部支部長）、鶴岡初子（千葉支部支部長）、 

松下邦雄（東海支部支部長）、諏訪則行（長野支部支部長）、大賀康弘（兵庫支部支部長） 

 

１．開会 

15時 05分、大河原事務局次長の進行で開会され、冒頭に配布資料内出席者名簿について、北海道空知

支部の川合支部長の表記が「川井」と誤記されていた旨お詫び及び訂正依頼があった。 

 

２．会長挨拶 

鈴木省三会長から、「本日はご多忙の中、北海道から兵庫まで総会にご出席いただき感謝申し上げたい。

大学においては震災後 2 年以上が経過してこの 6 月にプールが完成したことで復興が完了した。支部の

再構築としては石巻に支部が設立され、明日には山形支部の設立総会が開催される。本日は入試創職部

の高橋部長に来ていただいており、同窓会支部推薦等についての説明がある。」旨の挨拶が述べられた。 

 

３．役員紹介 

自己紹介の形式により役員の紹介が行われた。その中で福島郡山支部の伊東支部長から「福島県は県

内 6支部を統合する形で福島支部とした」という旨の説明があった。 

 

４．定数報告 

大河原事務局次長より、全役員 50名の内出席者 31名、委任状提出 14名であることから会則第 14条 4

項の規定により本総会は成立する旨、報告された。 



 

５．議長選出 

会則第 14条 2項により鈴木省三会長が議長に選出された。 

６．議事 

第 1号議案 平成 24年度事業報告及び収支決算承認の件 

１）事業報告 

大河原事務局次長より資料に沿って説明があった。その中で「③各支部用の同窓会旗の作成」に

ついては、以前の調査において同窓会旗は不要とした支部にも漏れなく配布することとした旨の説

明があった。 

  ２）決算報告 

   大河原事務局長より報告がなされた。その中で、入会金の取り扱いについて補足説明があった。 

  ３）監査報告 

   石上監事より、監査の結果相違ないことを認める旨報告があった。 

監査報告の後に質疑応答の時間が設けられ、議長が役員紹介で報告があった福島支部の統合について

伊東福島支部長へ回答を求め、統合の趣旨等の補足説明を行った。 

その後、議長から本議案について承認を求めたところ全会一致で承認された。 

 

第 2号議案 平成 25年度事業計画案・収支予算承認の件 

 １）事業計画（案） 

   まず、行事・会議、事業について大河原事務局長より資料に沿って説明があった。 

   「事業②同窓会入試について」は高橋入試創職部長から説明があり、平成 25年度入試において

は入学定員の 1.23倍の学生を確保の報告および、今年新設された同窓会支部推薦入試の概要につ

いての説明があった。その説明に対し、神谷北海道道央支部事務長から「大学で人事異動があっ

たようだが、それ以降担当者から全く連絡がない。これまで支部総会などでは大学のために尽く

してきたが、このようなことではたとえ母校であろうと他大を勧めざるを得ない。」旨の意見があ

った。これに対し高橋入試創職部長から「昨年度の途中で人事異動があったのは事実であり、現

在広報室で勤務している職員からの引き継ぎができていなかったと考えられ、大変申し訳ない」

旨返答した。 

   川合北海道空知支部長からは「支部推薦枠の数が少なく、推薦する支部長の負担が大きすぎる

のではないか。支部の大小の差による推薦数の調整はできないか」という旨の質問があり、高橋

入試創職部長から「１支部に対し 1 人という枠としてではなく、同窓会全体の枠としてとらえて

いる。支部推薦の定員については今後検討する」旨の回答があった 

   小林秋田支部長からは「どの入試区分で入学した学生がどのように就職しているのかといった

データが欲しい」という要望が寄せられた。 

   その他、案件については大河原事務局次長が行った。 

議長が質問を求めた際、松下東海支部長から「ＨＰの写真が古い。早く更新してほしい。また、



県別の名簿を先ほど受け取ったがもう少し早く欲しかった。アルバイトを雇い作成した。」旨の要

望があった。 

   引き続き、大河原事務局次長から平成 25年度収支予算案について説明がなされ、本議案につい

ては原案通り承認された。 

 

７．議長解任 

 議事が終了したため、鈴木会長が議長の任を解かれた。 

 

８．閉会 

 16時 40分、本総会は終了した。 


